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ポピーの花言葉は“感謝”。今日の天気
に感謝。満開のポピーに感謝。�
（緑苑バスハイク　昭和記念公園にて）�

見て下さい、この満足そうな二人を。満面
の笑顔の理由は咲きほこる桜のせいばかり
ではないようですね。おいしい花見弁当と
花見酒とそれからそれから、お母さんとい
っしょだから……�
（さつき寮　お花見　哲学堂公園にて）�

介護に関するご相談は無料ダイヤルで�
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介護保険制度がスタートしてようやく１年が経ちました。今まで福祉にかかわりを持たなかっ

た方も新たにサービスを利用したり、認定調査ではじめて援助が必要なひとり暮らしの方に出

会ったり、プラス面もありますが、制度上の問題は山積みしています。�

在宅のサービス利用状況は調査の結果、利用できる上限の43％（全国平均）ということです。

一方、在宅サービスの低迷に比べ、施設への入所希望者が急増し、多くの方が待機されていま

す。また利用料や保険料の軽減を実施している自治体、実施していない自治体など地域によっ

て様々な差が生じていること等々は今後の課題です。�

６ヶ月ごとに調査や意見書を繰り返す更新手続きも利用者やご家族から「一年でもよいのでは」

という声が広がり、更新後の有効期間が一年間になる方も多くなりました。�

手続きや給付管理も細かいことで行き違いが生じ易く、自治体や事業者にとっては混乱の中、な

んとか利用者のみなさまへご迷惑をかけぬようにと過ごしてまいりました。�

�

下記に示す給付差も今後改正すべき課題の１つです。�

認定審査において、介護度を２にするか３にするかについて時間をかけ真剣な議論の上決定しま

すが、在宅で介護度５の方より、病院で介護度１の方の給付額が多いという給付差は公平性とい

う点からも疑問が残ります。要介護認定は給付の公平性のために実施するといわれているのです。�

※在宅以外は介護報酬単価（日額）×365日÷12ヶ月で算出した。　※２  支：要支援   介１：要介護１  介２：要介護２  介３：要介護３  介４：要介護４  介５：要介護５　　※３ （  ）内の数字は万円単位�

グループホームや有料老人ホームは家賃、食費、その他生活に必要なすべての経費は自己負担になり、介
護サービスに対して、介護保険からの給付があります。�
特別養護老人ホーム、老人保健施設、療養施設は施設サービスとして、介護サービスのみならず総体的な
経費が介護保険から給付されます（積算根拠は明らかにされていません）。�
そのためにこのような給付差が生じています。介護度の認定は本人の心身の状態に限定してサービスの必
要度をはかるということならば、給付額はどこで受けても一定でなければ、認定の公平性も半減するので
はないでしょうか。�
ちなみに制度上は在宅で生活するか、有料老人ホームあるいは特別養護老人ホームで生活するかは本人の
選択の自由です。そのため特別養護老人ホームなどに入所希望が急増しているという面もあります。�

給付額（万円）�
給付する場�

別に居宅療養管理指導料と�
（6.15）� （16.58）� （19.48）� （26.75）� （30.60）� （35.83）� 福祉用具貸与は保険給付される�
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特集 介護保険 No.15 介護保険を考えるⅦ （説明編） 鈴木  恂子�

１．給付額の差は介護度の差のみにする�
    （どこにいても同一介護度は同一給付額）�
２．医療サービス（医師の医療行為）は医療保険で対応する�
３．家事、食事など生活支援が必要な方には福祉サービスで地域ごとに対応する�
４．介護予防、生きがい活動なども福祉サービスで地域ごとに対応する�
５．今まで特別養護老人ホームが果たしてきた住居や生活の保障は、地域ごとに自治体によ�
    　る委託事業でベッドを確保し低所得者や高齢者のみ世帯のいざというときの安全ネット�
　    を確保する。自己負担が可能な人は住居や生活にかかる居住費用は自己負担とする�

別に食事提供費は保険給付�

食事代、日常生活費などは�

利用者負担�

特別養護老人ホームの場合、�

入所中に入院、退院すること

もある。このときには医療保

険の適用となり、７日間以上

の入院の場合は、介護保険の

給付はなく入院後３ヶ月は無

報酬で退院を待つことを義務

づけられている。�

提　案提　案� －みなさまはいかがお考えになりますか－�

３� ２�
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　私が福祉の仕事を
選んだ理由は、笑顔
を見るのが好きで、
人と接する仕事をし
たかった事と、あさ
ひ苑でパートとして
働いてみて楽しかっ
た事の２つです。�

　祖父が寝たきりで
あった頃、祖母や母
の介護を手伝ったこ
とがきっかけで、福
祉に興味を持ち将来
福祉に携わった仕事
をしたいと思い介護
職に就きました。�

　私が福祉の仕事を
選んだ理由は、祖父
の死が原因でした。
自分の無力に後悔し、
介護福祉士をめざし
ました。みな様の役
に立てるようになり
たいと思います。�

　私の福祉との出会
いは、地元の特養で
の特浴のアルバイト
でした。介助後のお
年寄りの笑顔は今で
も覚えています。保
育と福祉、どちらに
するか悩んだ末、そ
の笑顔をもう一度見
たくて福祉の道を選
びました。�

　私が福祉の仕事を
選んだ理由は高校の
時にボランティアを
して福祉に興味を持
ち、とてもやりがい
のある仕事であり自
分に合っているので
はないかと思ったか
らです。�

　私にとって今まで
携わることの少なか
った福祉ですが、サ
ービス調整室の事務
員として従事するこ
とにより、視野を広
めたく思い、多摩同
胞会の仕事を選びま
した。�

　人が生きていく上
で欠かせないものが
食事なので、その大
切な食事を作る中で
様々な事を学び皆様
に健康な日々を送っ
ていただきたいと思
ったからです。�

　短大時に福祉の授
業を受講し、その先
生の考え方に憧れ福
祉を勉強してみよう
と思い編入学しまし
た。また、高齢者の
方と一緒に過ごす事
が好きだからです。�

　初めまして、私は
食べる事が好きで、
利用者の方においし
くて楽しい食事を送
っていただけるよう
に、あさひ苑で頑張
りたいと思いました。
よろしくお願いしま
す。�

　実習先の職員のと
ても楽しそうに働い
ている姿に、ひきこ
まれるように福祉の
仕事につきました。
笑顔と感性を大事に
したいと思います。�

　祖父の自宅介護を
経て、お老寄りとそ
のご家族の生活のお
手伝いが少しでもで
きればと、この職を
選びました。�

　高校生の頃にイン
スタントシニア体験
（販売機のジュース
が買えなかったんで
す！）をした事がき
っかけとなり、老人
福祉に興味を持つよ
うになりました。�

　高校の時に少し病
気をしたのがきっか
けです。自分の体・
精神が弱くなって初
めて『痛み』が分か
ったような気がしま
す。それから福祉の
短大に入り、勉強し
たからには福祉の現
場で働くぞ、という
わけです。� 　中学生、高校生の

頃に参加したボラン
ティア活動や専門学
校の頃の実習を通し
て「老人と接する仕
事をしたい」「介護
の仕事に就きたい」
と実感し福祉の仕事
を選びました。�

　東京福祉専門学校
を卒業しました小林
知子です。お年寄り
と接する事が好きな
ので福祉を選びまし
た。利用者の方から
色々学びたいです。�

　こんにちは。私は
『食は人を幸せに出
来る』と考えており、
そのなかで食事を通
して、より多くの幸
せを利用者の方に、
感じてもらいたいと
思いました。よろし
くお願いします。�

　私は子どもが大好
きで、子どもたちと
関わることができ、
少しでも役に立つこ
とができたらと思い、
少年指導員という仕
事を、選ばせていた
だきました。�

　自分の生涯の仕事
と希望し、入職いた
しました。技術は実
践で培っていかねば
なりませんが、ご利
用者の歌や話が理解
できる年令である事
に喜びを感じていま
す。�

　私は身内の死をき
っかけに、「誰かに必
要とされ喜んでもら
える仕事がしたい」
と思い、福祉の仕事
を選びました。大勢
の方と接し、大きく
成長していきたいと
思います。�

　高校の仏教の授業
で命の尊さや福祉に
関する事を学び興味
を持ちました。大学
で実習やボランティ
アを経験し、現場で
働いてみたいと思い
ました。�

　私は、友人の紹介
で介護保険ソフトの
入力のバイトに、あ
さひ苑に就いたのが
始まりです。その後、
泉苑に移り、ここで
自分の力を発揮した
いと思いました。�

　「福祉」は、最も
人と人とが信頼し合
う事の必要な仕事だ
と思います。これは
難しい事ですが、逆
にやりがいのある事
でもあると思います。
日々、多くの事を学
び得られる様になり
たいと思います。�

　三宅島にある施設
「三宅島あじさいの
里」で学生時代から
ボランティア活動を
していて、利用者の
人々や地域の人々と
のふれあう事の大切
さを知ったからです。�

　高校生の時、母の
知人に福祉の仕事を
してる人がいて、そ
の時自分も福祉に興
味があり、その人の
紹介で、手話を習っ
たりボランティアを
するようになり、そ
の後、進路を決める時、
福祉というのを仕事
としてやってみたい
と思ったからです。�

　私はガールスカウ
トを通して経験した
ボランティア活動や、
自分自身、体を動か
して働くほうが性に
合っていると思った
ことから選びました。
頑張り続けたいと思
います。�

　私は、亡くなった
祖母に何もしてあげ
られませんでした。
その思いを他の利用
者の方に生かしたい
ためです。�

　新人の田口です。
約一年程祖父母の介
護をした時に、自分
らしく過ごせる環境
を提供できる介護者
が必要だと思い決意
しました。�
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個室での暮らし�
　我、信愛寮には御利用者が、５０名いらっ
しゃいますが居室は全て個室となっていて
５０室あり、もちろん各居室にトイレ、洗面
所が備わっています。�
　引越しをする前の信愛寮では２人部屋が
ありましたが、今は、個人のプライバシー
が守られています。その為、職員としても
気が抜けません。例えば急ぎの用があり、
いきなり扉を開けようものなら、中から
「ちょっと！ノックぐらいしなさいヨ!!」
と勢いよく怒られてしまいます。部屋とい
うより、個人の「家」が５０戸ある建物とい
った感じでしょう。�
　５０名の御利用者は個性的で、５０人十色、
様々な暮らし方をされています。�
　御自分で絵を描いて、壁に何枚も飾って
いる方もいれば、趣味の花や手芸のものを
たくさんおいている方もおられます。それ
とは逆に物がなく「ガラン」としている部
屋も中にはあります。居室からハーモニカ
の音色が聞こえてきたり、歌が聞こえてき
たり、その人その人が自由な時間を過ごさ
れ御自分の生活空間がある部屋になってい
ます。中には足のふみ場もない部屋も…。�
　苑では、防災上や急変時の時を考え、安
全面には特に気を配っています。また隣の
部屋とはドアでつながっており、自由に行
き来ができるようになっています。�
　こうしたプライバシーが守れる個室の生
活は、御利用者の方々に大変喜ばれており
ます。�

（青木　祐明）　�

和室もございます�
　特別養護老人ホームあさひ苑は３階建て
で、近隣には調布飛行場や他の福祉施設が
あります。最近は外語大学や東京スタジア
ムができ、静かだった福祉ゾーンも活気を
見せています。�
　あさひ苑は、１階がデイサービスの活
動室で、２階がホームとショーとステ
イ、３階がホームのみとなっています。�
　ホームのお部屋は、１人部屋と２人部屋
と４人部屋があり、主に４人部屋が多いで
す。各お部屋にトイレが１つ付いています。
そしてお１人に１つずつタンスと床頭台が
あります。�
　ほとんどの方がベッドをご利用されてい
ますが、その方の希望や身体状況に応じて、
畳の上にお布団という方もいらっしゃいま
す。�
　お部屋の壁には、ご家族の方々と一緒に
撮った写真やご本人の若い頃の写真が飾ら
れていたり、お花が生けてあったり、季節
感を出す為に職員が画用紙に絵を書いたポ
スターが貼ってあったりします。�
　あさひ苑のお部屋は、ほとんどが北側と
南側にある為、北向きのお部屋の方々は、
夏は涼しく冬はもっと涼しく、残念なこと
に日の差し込む時間が短いです。南向きの
お部屋の方々は、今の時期など天気の良い
日はポカポカと暖かくてとても良いのです
が、夏は暑くて暑くて…という感じです。�
　又、お部屋によっては窓から桜の木が見
え、春は絶好のお花見席となります。�
　各お部屋ともそれぞれに良い所と悪い所
があるように思います。ちなみに、お部屋
は毎日職員が掃除をしていますので、きれ
いなはずです…。�

四季の風情を楽しむ部屋�
　泉苑ホームの居室には１人部屋から４人
部屋の４種類があり、主に多くは４人部屋
になります。居室内にはそれぞれの御利用
者にベッド、タンス、床頭台、消灯ナース
コールがあり、共用に洗面台、トイレが１
ヶ所ずつあります。�
　これだけではさびしい気もしますが音楽
を聞くための設備やＴＶは共用の娯楽室が
あり、そちらで他の御利用者の方と楽しま
れます。�
　あるお部屋の窓からは季節の便りを知ら
せてくれるかのように春にはみごとな桜が
見え、道のむこうの住宅からはこいのぼり
、夏には七夕の笹、秋にはきれいに色付い
た葉っぱ、冬には白くて冷たそうな雪など
が見られます。�
　時折聞こえてくる子供達の遊んでいる声
が、居室で過ごされる御利用者の笑顔を誘
っています。�

（法村江美子）　�

ようこそ230号室へ�
　ショートステイの居室は、４人部屋が３
つ、個室が３つの１５名が在籍できます。
日々の利用者の出入りがあることから、男
女の比率もかわります。その時のために
２３０号室は、パーテーションが設置されて
おり、４人部屋から２人部屋が出来上がり
ます。日中は、パーテーションを取りはら
い、ある時は利用者の皆様の茶飲み場にな
り、楽しそうな話し声が聞こえてきます。
そしてある時は、歌集をひろげ昔の歌を歌
ったり、ゲーム（風船バレー・輪なげなど）
をしたりとレクリエーションの場になりま
す。部屋の窓から見る景色は、春にはこぶ
しや山桜が、秋には赤や黄に染った紅葉を
楽しむ事が出来ます。２３０号室を利用する
メンバーによって一日一日の時間の流れや
雰囲気が全く違っており、職員もそのよう
な空気を楽しんでいます。�

（伊与田牧子）　�
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楽しい我が家�
　「狭いながらも楽しい我が家」とよく言い
ますが、白鳥の利用者も限られたスペースの
中で色々と工夫を凝らしているようです。�
　まずは収納!!�
　着られなくなった洋服や使わなくなった
雑貨などは「もしかしたら、また…」と後ろ髪
を引かれながらも、様々な方法で処分してい
る人が多いようです。他の利用者に洋服や
家具を譲るなどして上手にリサイクルし、で
きるだけ物を増やさないようにしている人
もいます。�
　お部屋を見ると、その人の趣味がなんと
なく分かりますが、２０世帯あれば２０通りの部
屋の雰囲気があると思います。小さい子ど
ものいる家は、子どもの写真やキャラクター
のカレンダー、ぬいぐるみを飾り楽しい雰囲
気に、小中学生や男の子のいる家は全体的
にさっぱりとした雰囲気に。色使いも赤やピ
ンクの可愛いらしい色調から青や緑などの
落ちついた色調まで様々です。�
　部屋の中を整理整頓しておくことも大切
ですが、やはり一番は自分にとっても家族に
とっても、くつろげる場所であるということ
だと思います。みなさんもそうだと思います
が、外での自分と家での自分は結構違いま
すよね。「子どもがいるから、家に帰っても
気が抜けない」と言う方もいるかも知れま
せんが、それでも子どもを早く寝かせて、そ
の後に、自分の好きな事をしたり、同じ部屋
の中でもソファなどを置いて、ここは自分の
場所と決めくつろいだりと皆さん色々と工
夫をして、家族それぞれが部屋での一時を
過ごしているようです。�
　屋外での思い出作りも素敵ですが、自分
の家の中での思い出（会話だったりケンカだ
ったり…）も案外、楽しい？�
　白鳥寮での居室が、そんな「楽しい我が
家」であればいいなと思います。�

（山口　葉子）　�

東京都（本当に…!?）�
　　網代ホームきずな�
　平成八年に改築工事を行い、はや六年・
・・。網代ホームきずなは、山と川とに囲
まれて東京都とは思えないような自然の中
に建っています。�
　現在、居室は４０室。六畳一間の１ＤＫ
が１７室、六畳二間の２ＤＫが２３室ありま
す。�
　二棟ある居住棟のうち、Ａ棟は共有の中
廊下をはさんで、居室とサニタリー（トイ
レと浴室）に分かれています。小さな子ど
もが「おしっこ～！」なんて叫んでも…。
まず居室のドアを開けて共有の中廊下へ出
て、それからサニタリーのドアを開け中に
入り、さらにトイレのドアを開けて…とし
ないといけません。なので「あ～あ…。」
なんて間にあわないこともしばしばなんで
す。�
　Ｂ棟は共有の外廊下から各居室へ入るよ
うになっています。長ーい廊下に、春は桜
の花びら、夏はカブト虫やセミ、秋には落
ち葉、冬になると雪が舞い込んできます。
自然の中にいるんだなあと感じることがで
きる場所のひとつです。�
　各居室には冷暖房・内線電話・浴室・ト
イレが完備されていてとても快適！押し入
れも大きく収納もばっちりです。ベランダ
ではお花を育てたり、夜には星空（これが
またスゴいんです！）を見上げたり、各自
がそれぞれの生活を楽しんでいるようです。�

（松崎美貴子）　�

工夫次第で快適な空間�
　さつき寮の居室は６畳・６畳の１ＤＫの
居室が１２室、６畳の１Ｋの居室が４室、
４畳半の１Ｋの居室が４室で合計２０室あ
ります。お風呂は施設に１つだけなので各
世帯、時間を見計らって共同で使用してい
ます。又、トイレも各階ごとに共同です。�
　４畳半という狭い居室で生活に必要な荷
物と母と子の生活は様々な思いを抱えて、
迷って、悩んで入寮してきた方にとって本
当に気持ちが休まる空間となるのか、新し
く入寮する方を案内しながら、いつも切な
く感じます。せめてお風呂が居室について
いれば気兼ねなく手足をゆったりのばして
リラックスできるのに…。申し訳なく思っ
ている職員に対して、入寮してくるお母さ
んや子ども達は皆とても明るくたくまし
い!?のです。�
　狭くてもその空間を　自分たちのお城　
のように、家具の置き場所を工夫し、かわ
いらしい雑貨を並べてみたり、色を統一さ
せてみたり、押し入れだって　見せる収納
でおしゃれに変身！知恵をしぼればいくら
でも素敵な空間になるのです。�
　また共同風呂で　ハダカのつき合い　＝
　心の触れ合い　もはかれるようで　共同
のメリットもあります。�
　母子生活支援施設は一生住み続ける所で
はなく、通過施設ではありますが、この�
「さつき寮」という古くて狭い!?施設でも
皆がゆったり過ごす時間が持てるよう壁を
ペンキ塗りしたり、掃除をして新しい入寮
者を待っているのです。�

（山本美由紀）　�

　“　　　　　　　”�

　　　　　　　　　　　　　　　　�

�
“　　　　　”�

　　　　　　　　　　　　　　　　　�

�
　“　　　　　　　　”�

“　　”　　　　　　　“　　　　　　　”�

施設だより�

　今回は「お部屋」について各施設からいろいろ
　なお話しを集めてみました。�
　　　　※このコーナーは、毎号テーマを変えて特集します。�

テーマ�



青
山
幸
子
、
青
木
章
子
、
青
木
成
江
、

赤
田
美
恵
子
、
赤
林
好
子
、
浅
井
吉
子
、

浅
見
ス
ジ
子
、
安
喰
と
し
み
、
阿
部
才

千
代
、
阿
部
美
恵
子
、
飯
塚
喜
亥
子
、

飯
塚
麻
紀
、
池
田
信
子
、
池
本
壽
子
、

石
井
宏
、
石
坂
勝
世
、
石
川
滋
子
、
石

森
節
子
、
市
川
祐
希
、
出
光
王
江
、
伊

東
冨
美
子
、
猪
野
彩
子
、
井
上
佐
代
子
、

井
上
宏
子
、
井
踏
世
津
子
、
魚
住
仁
恵
、

上
沢
美
和
子
、
上
野
玲
子
、
上
野
和
子
、

鵜
澤
シ
ヅ
、
江
田
廣
子
、
遠
藤
み
つ
よ
、

遠
藤
伊
代
、
遠
藤
陽
子
、
大
田
ト
ク
、

小
笠
原
道
雄
、
小
川
健
治
、
荻
原
八
枝
、

荻
野
和
子
、
小
倉
道
子
、
小
澤
末
子
、

尾
崎
ヨ
シ
子
、
落
合
均
、
落
合
淑
子
、

恩
田
猛
、
笠
間
豊
子
、
梶
田
慶
子
、
鹿

島
千
重
子
、
加
藤
衣
子
、
加
藤
博
子
、

神
尾
史
郎
、
金
澤
富
久
子
、
川
崎
綾
子
、

川
崎
和
代
、
川
出
美
恵
子
、
菊
池
富
美

子
、
岸
下
実
、
北
邑
ヒ
デ
子
、
城
所
栄

子
、
木
下
え
り
子
、
木
村
幸
子
、
草
野

美
鈴
、
草
野
裕
恵
、
久
保
倉
由
美
、
熊

倉
洋
子
、
黒
岩
富
美
子
、
黒
川
佳
子
、

黒
澤
貞
子
、
元
田
良
一
、
弦
間
ま
さ
、

小
出
由
美
子
、
河
野
ト
シ
ヨ
、
香
山
弘

子
、
小
河
内
京
子
、
小
島
ユ
ミ
子
、
小

島
百
合
子
、
小
須
田
ま
つ
代
、
後
藤
寿

枝
、
小
林
栄
子
、
小
林
希
代
子
、
小
林

久
恵
、
小
林
志
野
、
今
野
幸
子
、
紺
野

和
子
、
後
藤
寿
枝
、
斉
藤
栄
子
、
斉
藤

孝
子
、
佐
伯
ヨ
シ
子
、
坂
本
文
子
、
桜

井
澄
江
、
桜
山
佐
恵
、
佐
藤
な
か
子
、

佐
藤
む
つ
子
、
佐
藤
秋
子
、
佐
野
田
鶴

子
、
三
溝
久
枝
、
篠
崎
ひ
と
み
、
芝
喜

久
子
、
島
津
弘
子
、
嶋
田
深
美
、
清
水

よ
ね
、
下
江
美
鈴
、
城
田
一
伊
、
進
藤

サ
エ
子
、
進
藤
琿
子
、
菅
原
芳
子
、
菅

谷
剛
、
杉
山
シ
ズ
、
鈴
木
嘉
子
、
鈴
木

雅
登
、
鈴
木
昌
子
、
鈴
木
千
代
子
、
関

若
子
、
薗
部
あ
さ
、
平
艶
子
、
平
美
枝

子
、
高
沢
和
子
、
高
橋
よ
う
、
高
嵩
米

子
、
高
野
朱
世
、
高
野
晴
美
、
高
野
和

也
、
竹
松
ふ
く
、
竹
谷
美
知
子
、
竹
内

カ
ツ
子
、
竹
内
ヤ
ス
子
、
竹
内
由
美
子
、

辰
本
ケ
イ
子
、
田
中
久
美
子
、
田
中
翠
、

田
村
冬
、
辻
新
、
辻
村
千
枝
子
、
津
田

朱
実
、
土
屋
と
き
枝
、
角
田
翼
、
角
田

和
歌
子
、
徳
永
桃
子
、
戸
田
美
佳
、
刀

根
正
吉
、
内
藤
綾
子
、
奈
須
静
江
、
永

上
貴
美
子
、
中
下
秀
子
、
中
島
ト
シ
エ
、

中
島
永
子
、
中
島
八
州
子
、
永
田
真
理
、

中
野
利
子
、
長
野
信
子
、
中
村
と
く
子
、

中
村
フ
サ
子
、
永
吉
和
子
、
西
久
保
長

子
、
西
木
操
、
能
登
倉
さ
く
ら
、
橋
本

巌
、
長
谷
川
宣
子
、
働
く
婦
人
の
会
、

鳩
貝
法
三
郎
、
花
沢
浩
子
、
原
貴
美
、

原
菊
江
、
原
田
良
子
、
羽
山
直
子
、
土

方
梢
、
土
方
美
智
子
、
ひ
の
き
し
ん
の

会
、
平
山
房
子
、
平
泉
順
子
、
平
澤
み

ど
り
、
比
留
間
寿
美
子
、
藤
田
裕
子
、

藤
原
藍
子
、
毒
島
久
美
子
、
古
田
久
子
、

古
戸
育
子
、
舟
山
聡
子
、
法
師
人
富
子
、

堀
口
初
江
、
丸
山
公
恵
、
松
川
香
津
子
、

松
沢
通
子
、
松
田
恵
子
、
松
野
ア
イ
、

松
村
美
千
代
、
松
木
洋
人
、
宮
崎
美
知

子
、
宮
澤
由
紀
枝
、
水
野
知
恵
、
御
手

洗
昭
二
、
三
輪
孝
子
、
村
尾
良
子
、
毛

利
裕
子
、
森
口
絹
代
、
盛
田
光
代
、
山

内
邦
子
、
山
上
涼
子
、
山
川
國
男
、
山

口
タ
ケ
ル
、
山
田
ケ
イ
コ
、
山
田
繁
子
、

山
本
千
津
子
、
友
愛
会
、
弓
削
田
恵
美

子
、
吉
井
八
重
子
、
吉
田
ト
シ
子
、
吉

田
ヒ
サ
子
、
横
田
公
子
、
横
山
勉
、
脇

山
令
子
、
渡
部
恵
美
子
、
渡
辺
キ
ク�

（
平
成
12
年
10
月
〜
平
成
13
年
４
月
）�

ア
コ
ム
　

”
み
る
“
コ
ン
サ
ー
ト
物
語

事
務
局
、
池
山
世
津
子
、
石
坂
由
美
子
、

市
川
幾
久
司
、
石
森
節
子
、
稲
葉
富
弥
、

内
野
滋
雄
、
遠
藤
盛
、
青
梅
市
役
所
事

業
部
、
岡
部
輝
男
、
奥
山
隆
久
、
加
藤

ふ
と
ん
店
、
（株）
エ
ヌ
・
イ
ー
・
オ
ー
、

（株）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
、
金
野
た
か
ね
、
キ
ヤ
ノ
ン

（株）
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
、
劇
団

ひ
ま
わ
り
、
小
泉
典
子
、
小
柳
長
寿
会
、

（財）
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
、
産
経
新
聞
大
阪

新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
、
浄
土
宗
東
京

青
年
会
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー

ジ
ャ
パ
ン
、
鈴
木
ひ
ろ
み
、
鈴
木
芳
子
、

竹
中
工
務
店
、
田
中
総
造
、
田
村
正
雄
、

長
安
寺
石
川
隆
信
、
テ
レ
ビ
朝
日
福
祉

文
化
事
業
団
、
寺
崎
静
江
、
ド
ナ
ル
ド

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
・
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
デ
ン
・
フ
ジ
タ
財

団
、
東
殻
協
会
、
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
ク
ラ
ブ
、
（株）
東
京
三
菱
銀
行
、
東
京

出
版
協
同
組
合
、
東
京
善
意
銀
行
、
東

京
都
麺
類
協
同
組
合
、
東
京
読
売
巨
人

軍
、
中
田
龍
佑
、
長
嶺
ヤ
ス
子
、
ニ
ッ

ポ
ン
放
送
、
西
川
富
美
子
、
西
谷
留
美
、

日
鉱
メ
タ
ル
プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
（株）
、
日

本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会
東
京
支
部
、

藤
井
麻
紀
、
富
士
石
油
（株）
、
福
田
し
げ
、

ベ
セ
ス
、
報
知
社
会
福
祉
事
業
団
、
宮

内
眞
木
子
、
明
治
神
宮
崇
敬
会
、
明
治

生
命
保
険
相
互
会
社
、
森
脇
敦
子
、
モ

ン
テ
物
産
、
茂
木
督
周
、
ヤ
ク
ル
ト
球

団
、
柳
澤
敬
子
、
弓
削
田
恵
美
子
、
米

屋
株
式
会
社
、
リ
コ
ー
、
リ
ゾ
ー
ト
ト

ラ
ス
ト
（株）
東
京
本
社
、
両
角
袈
裟
冶
、

（財）
日
本
出
版
ク
ラ
ブ�

（
平
成
12
年
10
月
〜
平
成
13
年
４
月
）�

　
泉
苑
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て

頂
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
の
ぞ

み
」
さ
ん
は
、
曜
日
ご
と
に
２
名
ず

つ
来
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。�

　
主
に
作
業
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

苑
外
活
動
な
ど
御
協
力
頂
い
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
み

や
す
い
貝
の
根
つ
け
や
牛
乳
パ
ッ
ク

を
使
っ
た
小
物
入
れ
な
ど
の
作
業
を�

提
供
し
て
下
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

職
員
が
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
も

「
の
ぞ
み
」
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、

活
動
で
き
て
い
る
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。�

　
今
後
も
御
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
美
幸
）�

�

　
毎
月
偶
数
の
土
曜
、
又
は
日
曜
日

の
午
前
中
、
市
内
で
学
習
塾
を
開
い

て
い
る
島
津
先
生
が
、
主
に
中
学
生

の
学
習
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
平
成
６
年
、

中
学
生
が
増
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
ア
サ
ヒ
タ
ウ
ン
ズ
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
お
願
い
し
、
は
や
８
年
目
、

約
40
名
余
の
子
ど
も
達
が
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
学
習
面
だ
け
で
な
く
、

職
員
が
な
か
な
か
手
の
届
か
な
い
と

こ
ろ
も
、
学
習
指
導
を
き
っ
か
け
に
、

子
ど
も
達
の
様
子
を
把
握
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
下
さ
い
ま
す
。
少
人

数
体
制
で
の
施
設
運
営
の
中
、
職
員

と
は
別
の
立
場
で
の
大
人
と
信
頼
を

得
て
い
ま
す
。
今
年
も
５
人
全
員
が

高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
職
員
も
中
学
時
代
に
島
津
先
生
の

ご
指
導
が
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
成
績

ア
ッ
プ
が
望
め
た
か
も
）�

　
　
　
　
　
　
　
（
宮
城
　
　
晋
）�

平
成
13
年
度
季
刊
し
ん
あ
い
編
集
委
員
は�

　
あ
さ
ひ
苑
　
新
居
・
小
机
・
中
島
・
金
井�

　
泉
　
　
苑
　
伊
与
田
・
法
村�

　
緑
　
　
苑
　
上
野
・
栗
原�

　
き
　

ず
　

な
　
松
崎�

　
し
ら
と
り
　
土
屋�

　
さ
　

つ
　

き
　
阿
部�

　
本
　
　
部
　
椎
名�

の
、
以
上
12
名
が
担
当
い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

『
季
刊
し
ん
あ
い
」
の
創
刊
は
昭
和

57
年
で
し
た
。
そ
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